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○市長（染谷絹代） 皆様、ありがとうございまし

た。最後にまとめて講評するつもりが、一人一人

の講評になってしまった部分もあって、また、お

答えできない部分もあったこと、申しわけなく思

います。 

 私は、今日も皆さん方が初めて登壇される方だ

とは思えない、まさに傍聴者の皆さん方がすごい

なと感心して聞いておられたのではないかと、そ

ういう説得力のある御質問をいただいたというこ

とに改めて敬意を表し、また、皆様方、今日のた

めにいろいろ御準備していただいたこと、心から

うれしく、また、ありがたく思います。 

 そして、今日お話ししたこと、御提案いただい

たことの幾つかは、やはり私にとって大きな示唆

を与えていただけることでもありましたし、中に

は、しっかりとすぐに今日午後にも指示をしない

といけないと思ったこともありました。指示をし

なければいけないというのは、私どもは、いろい

ろな情報をたくさん発信していますから、伝えた

と思っているのです。だけれども、情報というの

は、伝えたのではなくて、きちんと伝わったかど

うかというところの確認をしないと、これは本当

に必要な人のところに必要な情報が届きません。

必要な方に必要な情報を届けるために、例えば、

災害時であれば、危機管理部のほうから一人一人

の自治会長68人全部にそのたびごとに電話をして、

状況を説明して、その地域のこともお話をさせて

いただいています。やはりそうしたその情報を必

要とする人のところには特別その情報が届くよう

な、そういった気配りあるいは方法を行政がとっ

ていかなければならないということを今日改めて

また感じた次第でもありました。 

 また、もう一つは、答弁の中で、市がこんなこ

とをやっていますということをいろいろと、例え

ば、介護の問題でありますとか、コミバスのこと

でありますとか、情報をお伝えする、市の施策を

知っていただくよい機会になったということも感

じております。 

 そして、先ほどは、島田に根っこを生やした人

材を育てなければいけないのだというお話をしま

したけれども、島田市は今、市内に５つ高校がご

ざいまして、その５つの高校と全て連携協定を結

んでおります。市のさまざまなまち・ひと・しご

との会議に高校生に委員として加わっていただい

ていたり、あるいはスマホのアプリの制作を島商

の皆さんにお願いしたり、あるいは島田工業の皆

さんには、市役所だとか、あるいは建物の模型を

実物の30分の１とかでつくっていただいたり、そ

んなこともしておりまして、まさにこのまちのま

ちづくりにかかわるということを高校生のうちに

体験していただきたい。それがまちに根っこを生

やす人の人材の育成につながると思ってやってい

るところです。 

 また、最近は、スマホのアプリで、高校生向け

にお仕事ラボというものを、高校生と進学してい

る大学生向けにやっております。うるさくない程

度、月数回、島田市の就職の情報でありますとか、

島田で就職をしている高校生や大卒の方々の現地

リポート、少し先行く先輩が我が社を紹介すると

いうようなことも、毎回続けているところであり

ます。 

 皆様方の御意見もいただきながら、ありとあら

ゆる手段を講じながら、この島田のまちが若い人

たちにとっても魅力的なまちだと言っていただけ

るまちになるように、これは渋谷と同じまちをつ

くることが島田を活性化することではないと思っ

ています。私はむしろもっとローカルに、ローカ

ルの魅力を発見してこそ島田の魅力が発信できる

し、そこに首都圏から、あるいはほかの地方から

の人を呼び込めると思っておりますので、そうし

た考え方の転換というものも、市民とともに図っ

ていかなければならないと思っています。 

 これからのまちづくりには、皆様方のお力添え

がぜひとも必要でございますので、今後とも市政
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に関心を持って、またお声を届けていただければ

と思います。 

 雑駁ではありますが、きょうの感想を皆様にお

伝えをさせていただきました。ありがとうござい

ました。 

 


